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ＦＰＳＣ事業の受注状況等に関するお知らせ 

 
当社グループのFPSC（フリー・ピストン・スターリング・クーラー）事業における医療関連向け

の受注やお引き合い状況につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記  

１．現在の受注状況について 

   FPSC 事業における主要な取引先であります Global Cooling, Inc.（本社所在地：米国オハイ

オ州）より、当社製フリーザーボックスについて、初期ロットとして前期販売台数の約 2 倍に相

当する 1,000 台の新規受注をいただいております。 

   Global Cooling、Inc.は、当社のフリーザーボックスを超低温のポータブル ULT25NEU シス

テムに組み込みます。これは、バイオ医薬品の保管と輸送、そして最近では薬局、診療所、病院、

地域の保健機関向けの世界的なワクチンの保管と流通に使用することを目的とした製品として

採用されました。今後も米国の低温保管の物流網（コールドチェーン）の標準製品としての開発

に取り組んでいきます。 

   また上記以外にも海外企業を中心に数多くのお引き合いをいただいており、引き続き営業活

動を進めております。今後受注が確定し、開示すべき事情が発生した場合には、速やかにお知ら

せいたします。 

 

２．COVID-19 対応技術の ODA 導入可能性調査の採択について 

   この度、独立行政法人 国際協力機構（JICA）より「COVID-19 を受けた途上国における民間

技術の活用可能性に係る情報収集・確認調査」について、当社ＦＰＳＣ製品が採択されました。

この調査に協力することにより、対象国における COVID-19 感染拡大後の業界構造の変化や新

たに生じているニーズを踏まえた当社製品の導入可能性に係る考察を取り纏めた個別報告書を

提供いただくことができます。この個別報告書を受けて、途上国におけるビジネスチャンス・当

社製品の ODA 事業等への活用可能性等について検討を進めてまいります。 

参考：独立行政法人 国際協力機構（JICA）「COVID-19 を受けた途上国における民間技術の 

 活用可能性に係る情報収集・確認調査」実施に向けた民間企業製品の募集について 

https://www.jica.go.jp/priv_partner/information/event/2020/20200703_01.html 



 

 

３．今後の見通しについて 

   2021 年２月期の連結業績に与える影響に関しては、上記１.に記載の取引の初期ロットとして

は軽微でありますが、取引全体としての影響は現在精査中であります。FPSC 事業に関する受注

状況、供給体制を精査するとともに、他の要因を含め修正が必要と判断される場合には速やかに

お知らせいたします。 

 

以上 


